
                        

                           さて、大きな話になりますが交代した新しい首相は、官庁

だけでなく学校も含め脱ハンコを始めとした「デジタル化」に意欲を示されていることが連日報道されています。教育の

分野では、これより先に文部科学省から加速度的に進んでいる高度な情報化社会に対応した学校教育 

の在り方として「GIGAスクール構想」が示され、学校教育における ICT活用（PCやタブレット等 

のハードウエアやデジタル教科書等様々なコンテンツ等）が大いに進められています。 

この構想に基づき、全国の小中学校（特別支援学校小中学部含む）には一人一台のタブレットが整備されることとなっ

ており、年度内には整備される予定です。コロナ禍の中で臨時休業中の「学びの保障」のために取り入れられたという印

象が強い「遠隔授業」「リモート会議」「オンデマンド配信」等々ですが、出向くことが難しくても離れた場所の人と交

流ができたり、好きな時間に自分のペースでパソコンやタブレットを使って学習ができる、コミュニケーションの代替手

段となる、専門家の助言を受けるなどなど、これまで行ってきた学習や生活が大きく広がる可能性を感じています。 

若草でも、教員研修を県外の講師とリモートで結んで実施したり、校内でも密を避けるために複数の会場をつないで研

修や会議を行う、本校と分校で会議や授業を遠隔会議システムzoomを使って実施する、居住地校交流の相手校とリモー

ト交流を実施する、校外学習の行先とつないで学校内からインタビュ―する、作成資料や記録をデジタル化して保存する

などなど、様々な活用にチャレンジしています。効果的に活用することで利便性が上がるなど「働き方改革」＝教員が子

供と向き合う時間を確保することにも繋がります。今後、機器の活用の基礎知識はもちろんのこと、子どもたちの自立や 

社会参加を目指す効果的な活用なについて取組を重ねていきたいと考えています。こんなことできたら 

いいのに…、こんなことできないかな、こんなふうに使えないかな…、こんな機器あるよ、などなどア 

イデアや情報なども発信していきたいと思います。 

キジトラ雌猫ちゃんが仲間入りし、大騒ぎになっています。とにかく起きている間中、走りまわるという 
 コスモス、セイタカアワダチソウ、ススキ、そして少し冷りとした空気・・・学校から一歩外に出ると秋の深まりを感

じる今日この頃です。コロナによる臨時休業からスタートした今年度でしたが、ご家庭のご協力もいただき「ニューノー

マル」（新しい日常）も定着し、落ち着いた日々を送れることに感謝しています。これから寒さの訪れとともにますます

体調管理も難しくなりますが、引き続きよろしくお願いします。 

 外出や人溜まりに出かけることが控えられてきたせいか、いま Go To トラベル、Go To イートのニュースを聞かな

い日はないですね。私は元来出不精でその恩恵にはなかなか預かることはできていませんが、自宅で楽しめる「鬼滅の刃」

は映画化とともに大ブレイクしているようですね。子どもたちの会話にもちらほら出てきます。アナログな決め台詞が心

打つのだという「鬼滅の刃」、秋の夜長に、ちょっと覗いてみようかな… 

 

     校長室だより Ｎｏ．６（令和２年10月30日） 

秋の深まりに思うこと・・・ 

  これからの ICT活用について 

今年度も、若草4校では、卒業後の自立と社会参加

を視野に入れながら、在学中から文化や芸術、スポー

ツ活動に親しみ、積極的に校外にも発信していこうと

取り組んでいます。今年はスポーツ大会の機会は少な

かったのですが、web総文祭への参加や、作品展やコ

ンクールへの出品などを行っています。 

〇障害者スポーツ大会(フライングディスク) 

 本校1名、子鹿4名が参加 

〇人権作品コンクール 子鹿園分校中学生入賞 

〇はかりの図画ポスターコンクール 本校小学生入賞 

これからの主な大会 

●11月1５日(日)ジュニアボッチャ大会(本校体育館) 

多くの皆さんの参加をお待ちしています。 

ファミリーでの参加部門もあります！ 

●幡多陸上競技大会 本校高等部生参加予定 

今年の新しい取組 

●若草4校合同体育交流会12月17日(木)午前 

 ❶陸上競技(本校・子鹿)❷4校体操交流❸4校ボ 

ッチャミニゲーム(リモート交流試合です。) 

●若草4校合同作品交流会11～12月に巡回展 

4校 芸術の秋・スポーツの秋 
 

10月8日(木)に、地震避難訓練に併せて起震車体験を行

いました。9時45分に緊急地震速報が発せられ、その直後

に南海トラフ地震を想定した地震音(揺れの音に加えてガラ

スが割れたり建物が倒壊する音など)が流れ、児童生徒と教

職員はヘルメットや防災頭巾をかぶったり、机の下にもぐ

る、ダンゴ虫のポーズをとる、布団をかぶるなど、それぞれ

の方法で自分の身を守る訓練を行いました。その後の起震車

体験では、児童生徒は実態に応じて震度5弱～3の揺れを、

教職員や、学校近所のねぎ谷地域の皆さんは震度6～7を体

験。揺れが大きいと、立っていることも座っていることもで

きず自分の身体が保てなくなることや、家具等が飛んだり倒

れてしまうことでの危険などを実感しました。 

起震車のお世話をしてくださったトラック協会の方から

は、まずは住宅の耐震化、家具の固定が大切であること、そ

して繰り返し訓練でイメージを作っておくことの大切さに

ついて話がありました。本校・分校とも、今はコロナ対策を

取りながらにはなりますが、これからも防災学習や定期的な 

避難訓練を重ねていくことにしています。 

子鹿園分校でも体験を行う予定です。 

本校  起震車体験を行いました 


